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広報 2令和５年６月号

つ な ん じ か ん

町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。

津南町身体障害者互助会総会

４月 26 日に津南町身体障害者互助会の総会が開かれました。

会員数は現在 91 名（会員 52 名、賛助会員 39 名）、

当日は 44 名（会員 24 名、賛助会員 20 名）が参加し、活発な意見交換が行われました。

この会は身体に障害があるかただけでなく、

会の主旨に賛同するかたが賛助会員となり会を支えています。

また、町内には身体障害者互助会の他、知的障害のあるかたの家族で

組織される「津南町手をつなぐ親の会」、精神障害のあるかたの家族で

組織される「津南町家族会」といった団体がそれぞれ活動しています。

団体の活動内容や賛助会員については、福祉保健課または

津南町社会福祉協議会までご連絡ください。

●記事訂正について

　先月号で掲載いたしました４ページ「二十歳のつどい特集」の「二十歳のことば」で「代表　風巻　奈沙（かざまき　なづさ）」と掲載しまし

たが、正しくは「代表　風巻　奈沙（かざまき　なづな）」でした。訂正してお詫び申し上げます。

　また、17 ページ「つなんまちかどスケッチ」の「津南町学術分文化・スポーツ奨励賞受賞式」でスポーツ部門奨励賞「村山　妟（むらやま　あん）」

と掲載しましたが、正しくは「村山　晏（むらやま　あん）」でした。訂正してお詫び申し上げます。
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いきいき大好き津南町
見て・知って・得をする　かわらばん
農業委員会の窓
国保だより
だんだんどうも！地域包括支援センターです
地域おこし協力隊だより　農業の豆知識
広報ライブラリー
つなんの文芸
年金コーナー　健康体力づくり 100 日運動　議会コーナー
Tap でいこう !!　苗場山麓ジオパークかくれた魅力発見し隊！
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町長の部屋 2

つ

7
な

0
ん

ちゃんねる　防災メール　戸籍の窓
広報編集室　津南町の人口

regulars

13 新潟県立十日町病院からのお知らせ

04 大地の芸術祭通年プログラム
　　　　　「2023年の越後妻有」 開催中！
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広報 4令和５年６月号

大
地
の
芸
術
祭
通
年
プ
ロ
グ
ラ
ム「
２
０
２
３
年
の
越
後
妻
有
」開
催
中
！

作
品
巡
り
を
し
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
み
よ
う
！

め
ざ
せ
コ
ン
プ
リ
ー
ト
！

　津南町観光協会と越後妻有「上郷クローブ座」で共通チケットを販売しています。
共通チケットは公開されるすべての作品を１回ずつ（２回目は共通チケット提示で個別鑑
賞料半額）鑑賞できます。
▼販売金額　一般：２，５００円／小中学生：１，０００円／小学生未満：無料

アプリの
ダウン
ロードは
こちら

iOS 版

Android 版

　

大
地
の
芸
術
祭
公
式
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
と
電
子
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
他
に
も
作
品
検
索
や
作

品
ま
で
の
ル
ー
ト
表
示
機
能
等
も
無
料
で
ご
利

用
可
能
で
す
。

　

作
品
巡
り
を
す
る
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い

た
だ
き
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
す
か
？

❶
ま
ず
は
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

❺
ス
タ
ン
プ
ゲ
ッ
ト
！
ス
タ
ン
プ
を
押
す
ご
と
に

　

稲
穂
が
育
っ
て
い
く
よ
！

そ
の
他
に
も
、
作
品
検
索
機
能
や

ル
ー
ト
表
示
機
能
も
あ
り
ま
す
。

❷
画
面
上
の
「
ス
タ
ン
プ
」
を
タ
ッ
プ

❸
別
画
面
に
な
る
の
で
も
う
一
度

　
「
ス
タ
ン
プ
」
を
タ
ッ
プ

❹
作
品
の
近
く
に
作
品
看
板
が
あ
る
の
で
、
看
板
に

設
置
さ
れ
て
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

共通
チケット
販売中！

スタンプの集め方

❷❷ ここをタップ❸❸ ここをタップ

❹❹ QR コードを
　読み取る



いきいき
大好き
津南町

5 広報 令和５年６月号

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
と
定
め
ら
れ
、

食
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
人
を
育
て
る
食
育
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
食
育
」
と
は
？

　

食
育
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ

て
、「
食
」
に
関
す
る
知
識
と
、
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
身
に
つ
け
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む

こ
と
で
す
。

■
「
食
育
の
日
」
を

　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

食
育
の
「
い
く
」
に
合
わ
せ
、
毎
月
19
日

を
「
食
育
（
し
ょ
く
い
く
）
の
日
」
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、津
南
町
に
お
い
て
「
食
育
の
日
」

に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
人
が
多
い

状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
食
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
保
育
園
・
学
校
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
「
食
育
の
の
ぼ
り
旗
」
を

掲
げ
、
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

食
事
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
基
礎
だ

け
で
な
く
、
食
べ
る
楽
し
み
や
家
族
と
食
卓

を
囲
む
楽
し
み
な
ど
、
生
活
に
潤
い
を
与
え

る
と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
る
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
続
く
た

め
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
も
「
食
育
」
は
大
切
で
す
。

■ 

朝
ご
は
ん
を

　
　
　

し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

　

津
南
町
で
は
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
人

の
割
合
が
20
代
・
30
代
の
若
い
世
代
で
高
い

傾
向
で
す
。「
時
間
が
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」

な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

朝
ご
は
ん
は
こ
れ
か
ら
１
日
活
動
す
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
大
切
な
食
事
で

す
。
食
べ
る
習
慣
の
な
い
人
は
、
お
に
ぎ
り
１

個
、
み
そ
汁
１
杯
、
バ
ナ
ナ
１
本
な
ど
か
ら

で
も
良
い
の
で
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■ 

食
事
の
基
本
は
１
日
３
食

～
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ
ろ
っ
た
食
事 

～

　

津
南
町
で
は
、
毎
食
の
食
卓
に
３
皿
（
主

食
・
主
菜
・
副
菜
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
の
普
及
「
３
皿
（
み
さ
ら
）
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

偏
っ
た
食
事
で
は
体
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
栄
養
素
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ず
、
高

血
圧
・
肥
満
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病

や
、
免
疫
力
低
下
に
よ
り
、
感
染
症
な
ど
に

も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
は
、
３
食

し
っ
か
り
食
べ
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
そ

ろ
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
日
本
人
に
不
足

し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
す
る
牛
乳
・

乳
製
品
や
、
ビ
タ
ミ
ン
・
食
物
繊
維
を
多
く

含
む
果
物
も
１
日
１
回
程
度
は
摂
る
よ
う
に

心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

■ 

家
族
み
ん
な
で

　
　

 「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

　

津
南
町
は
、
早
寝
・
早
起
き
の
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、
子
ど
も
も
大
人
も
家
族
み
ん
な

が
朝
食
を
食
べ
る
な
ど
、
よ
い
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

就
寝
・
起
床
時
間
が
遅
い
と
、
生
活
リ
ズ

ム
が
崩
れ
、
朝
食
の
欠
食
な
ど
の
不
規
則
な

食
生
活
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

と
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
小
中
学

校
で
は
早
寝
・
早
起
き
・
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
の
生
活
リ
ズ
ム
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
健
康
な
か
ら
だ

を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
年
２
回
（
春
・
秋
）「
津

南
ヘ
ル
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。ま
た
、保
育
園
で
も
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
と
食
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
、
家
族
み
ん

な
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

６
月
は

 

「
食
育
月
間
」

　
　
　
　
　

で
す
！

≪食育ののぼり旗≫

～朝ごはんを食べるメリット～～朝ごはんを食べるメリット～
①集中力・記憶力がアップ①集中力・記憶力がアップ
②体温を上げ、基礎代謝も向上②体温を上げ、基礎代謝も向上
③体のリズムを整える③体のリズムを整える
④便秘予防④便秘予防

＋

主菜

汁物

副菜

主食

牛乳・乳製品 果物

今月は
桑原 世奈

栄養士



広報 6令和５年６月号

水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

く
ら
し

　

７
月
５
日
㈬
か
ら
、
町
営
水
道
及
び
下
水

道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
を
行
い
ま
す
。
正
確
な

検
針
の
た
め
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
程

　

７
月
５
日
㈬
か
ら
３
日
間
（
予
定
）

■
検
針
期
間
中
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
地
面
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
物

や
車
等
が
乗
っ
て
い
る
と
検
針
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
移
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
付
近
に
犬
を
繋
い
で
い
る
場

合
、
検
針
期
間
中
は
別
の
場
所
に
繋
ぐ
な

ど
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
草
や
土
で
隠
れ
て

し
ま
っ
た
り
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
内

部
が
土
や
水
で
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

な
い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

町
で
は
、毎
年
９
月
に
行
う
敬
老
事
業
で
、

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
ご

夫
婦
を
お
祝
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
月
下
旬
～
６
月
中
旬
頃
に
各
ご
家
庭
に

回
覧
に
て
「
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

調
査
票
」に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

今
年
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
で
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
か
た
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
対
象
者

［
金
婚
（
結
婚
50
年
）］

　

昭
和
48
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

［
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）］

　

昭
和
38
年
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

婚
姻
日
は
自
己
申
告
制
の
た
め
、
お
申
し

出
が
な
い
と
お
祝
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

自
筆
証
書
遺
言
を

法
務
局
が
保
管
し
ま
す

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
へ

お
申
込
み
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
自
筆
証
書
遺
言

保
管
制
度
が
開
始
し
、皆
様
が
作
成
し
た「
自

筆
証
書
遺
言
書
」
を
法
務
局
で
保
管
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
遺
言
者

の
死
後
に
、
法
務
局
が
相
続
人
に
対
し
て
遺

言
書
を
保
管
し
て
い
る
こ
と
を
通
知
す
る
た

め
、
自
筆
証
書
遺
言
書
の
問
題
点
で
あ
っ
た

「
家
族
に
発
見
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
」、「
改

ざ
ん
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
こ
と
が
解
消

さ
れ
、
ま
た
、
家
庭
裁
判
所
で
の
検
認
や
、

公
正
証
書
遺
言
の
よ
う
な
証
人
は
不
要
と
な

り
ま
す
。

　

御
自
身
の
財
産
を
御
家
族
に
確
実
に
託

す
た
め
に
御
自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を
法

務
局
に
保
管
し
ま
せ
ん
か
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局　

十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５　

【
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　
https://w

w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/

m
inji03_00051.htm

l

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
の

お
知
ら
せ

相
　
談

　

最
近
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
不
安
で
落
ち

着
か
な
い
、
夜
眠
れ
な
い
、
人
に
会
う
の
が

お
っ
く
う
だ
、家
に
閉
じ
こ
も
り
気
味
な
ど
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
不
安
が
あ
る
か
た
、
ご

家
族
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
に
電
話
か
直
接
窓
口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
相
談
日
時　

７
月
19
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階　

会
議
室

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続
登
記
の
申

請
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
土
地
や
建
物
を
相

続
し
た
後
、
相
続
登
記
を
し
な
い
限
り
、
登

記
上
の
名
義
人
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
の

ま
ま
で
す
。
こ
の
ま
ま
時
間
が
経
つ
と
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま

た
、
相
続
登
記
等
の
お
手
続
を
行
う
こ
と
と

な
る
残
さ
れ
た
御
家
族
も
大
変
で
す
。
何
ら

か
の
事
情
に
よ
り
相
続
登
記
が
未
了
の
場
合

は
、
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局　

十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５　

【
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

https://w
w
w
.m
oj.go.jp/M

IN
JI/

m
inji05_00343.htm

l

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
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■
相
談
医
師　

　

柏
崎
厚
生
病
院　

松
田
ひ
ろ
し
院
長

■
定
員　

約
３
名
（
相
談
時
間
：
１
名
30
分
程
度
）

■
申
込
締
め
切
り　

７
月
10
日
㈪

※
定
員
に
な
り
ま
し
た
ら
締
め
切
り
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４　

内
線
（
１
３
６
）

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」開
催

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30

分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁

護
士
さ
ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記

開
催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
次
第
、
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

７
月
…
…
…
12
日
㈬

　

８
月
…
…
…
９
日
㈬

　

９
月
…
…
…
13
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
８
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

三
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不

動
産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離

婚
、
家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
町
民
課　

町
民
班　
　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
美
雪
町　

２
戸
】

【
大
船
町
営
住
宅　

３
戸
】

■
構
造

　

平
成
21
年
建
設　

木
造
２
階
建

　

平
成
29
年
建
設　

中
層
耐
火
４
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

79
㎡
／
２
間
（
洋
室
１
・
和
室
１
）
／

Ｄ
Ｋ
／
ト
イ
レ
／
浴
室

　

69
㎡
／
３
間
（
洋
室
３
）
／
Ｄ
Ｋ
／

ト
イ
レ
／
浴
室

■
家
賃　

所
得
に
応
じ
て
設
定

■
敷
金　

１
か
月
分

■
入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

②
世
帯
全
員
の
所
得
が
１
か
月
15
万
８
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
（
住
む
所
に
困
っ

て
い
る
）
こ
と
が
明
ら
か
な
こ
と

④
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
申
込
方
法

　
「
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建
設
課
土
木

班
に
用
意
）
を
提
出
し
、
そ
の
場
で
担
当
職

員
と
面
接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

６
月
20
日
㈫
か
ら
７
月
28
日
㈮

■
入
居
日　

８
月
中
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

定
住
促
進
公
共
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
次
の
通
り
定
住
促
進
公
共
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
定
住
促
進
住
宅　

１
戸
】

■
構
造

　

平
成
４
年
建
設　

Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

■
面
積
及
び
間
取
り

　

83
・
55
㎡
／
３
間
／
和
室
・
Ｄ
Ｋ
／
ト
イ

レ
／
浴
室
／
車
庫
（
１
台
）

■
家
賃　

１
か
月　

４
万
円

■
敷
金　

１
か
月　

４
万
円

■
入
居
資
格

①
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ

り
津
南
町
で
定
住
を
希
望
す
る
者

②
原
則
と
し
て
同
居
親
族
が
あ
る
こ
と

③
原
則
と
し
て
所
得
が
１
か
月
15
万
円
８
千

円
以
上
32
万
２
千
円
未
満
で
あ
る
こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

⑤
税
金
な
ど
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

■
申
込
方
法

　
「
定
住
促
進
公
共
住
宅
入
居
申
込
書
」（
建

設
課
土
木
班
に
あ
り
ま
す
）
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
そ
の
場
で
担
当
職
員
と
面

接
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

６
月
20
日
㈫
か
ら
７
月
28
日
㈮

■
入
居
日　

８
月
中
旬
ご
ろ

■
選
考
方
法

　

選
考
委
員
の
意
見
を
聞
い
て
、
町
長
が
入

居
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　

令
和
５
年
10
月
に
採
用
す
る
津
南
町
職
員

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

【
資
格
免
許
職
】

１　

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
　

津
南
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

看
護
師	

１
名

２　

受
験
資
格

　

⑴
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、

　
　

看
護
師
等
の
資
格
を
有
す
る
者

令
和
５
年
度
津
南
町
職
員
募
集
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⑵
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

　

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
受
験

　
　

で
き
ま
せ
ん
。

・
禁
こ
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
が
終
わ
る
ま
で
、
ま
た
は
執
行
を
受

け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
津
南
町
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の
処
分

を
受
け
、
当
該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を

経
過
し
な
い
者

・
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と

を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結

成
し
、
ま
た
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

３　

試
験
日
時
及
び
会
場

　

面
接
試
験

⑴
対
象
者

　

津
南
町
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
看
護
師

の
受
験
申
込
者

⑵
期
日
等

　

８
月
上
旬
に
町
立
津
南
病
院
で
実
施
す
る

予
定
で
す
。
試
験
の
日
時
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
対
象
者
に
通
知
し
ま
す
。

４　

受
験
申
込
期
間
及
び
場
所

⑴
申
込
期
間

　

６
月
20
日
㈫
か
ら
７
月
21
日
㈮
ま
で

㊟
１　

郵
送
の
場
合
は
、
７
月
21
日
必
着
分

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

㊟
２　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
及
び
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。）
受
け
付
け
ま
す
。

⑵
申
込
場
所　

津
南
町
役
場　

総
務
課

イ
ベ
ン
ト

第
48
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
募
集

　

中
津
川
運
動
公
園
の
陸
上
ト
ラ
ッ
ク
で
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
小
学
生
未
満

の
子
ど
も
か
ら
一
般
の
か
た
ま
で
参
加
で
き

ま
す
。
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
完
走
を
目

指
す
か
た
、
タ
イ
ム
を
競
う
か
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
駆
け
抜
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

７
月
16
日
㈰　

雨
天
決
行

■
集
合
受
付　

津
南
中
等
教
育
学
校
体
育
館

■
受
付
開
始　

午
前
９
時

■
開
会
式　

午
前
９
時
30
分

■
競
技
開
始　

午
前
10
時

■
閉
会
式　

競
技
終
了
後
（
正
午
頃
）

■
組
別
・
距
離

　

小
学
生
未
満
男
女
４
０
０
ｍ
／
※
次
か
ら

の
小
学
生
以
上
は
男
女
別
で
す
が
距
離
は
同

じ
で
す
。
小
学
１
・
２
年
生
8
0
0
ｍ
／
小

学
３
・
４
年
生
1
0
0
0
ｍ
／
小
学
５
・
６

年
生
1
5
0
0
ｍ
／
一
般
（
高
校
生
を
除
く
）

1
0
0
0
ｍ
／
中
学
生
3
0
0
0
ｍ
／
高

校
・
一
般
3
0
0
0
ｍ

■
表
彰　

　

次
の
と
お
り
、
男
女
別
に
行
い
ま
す
。
小

学
生
１
～
６
位
。
中
学
生
１
～
３
位
。
一
般

及
び
高
校
・
一
般
は
１
位
。
小
学
生
未
満
の

表
彰
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
参
加
資
格　

　

津
南
町
在
住
者
及
び
町
内
に
在
学
、
勤
務

す
る
者
。

■
そ
の
他　

①
事
前
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す

②
大
会
中
の
事
故
、
け
が
等
に
つ
い
て
は
主

催
者
側
で
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
責
任
は

負
い
ま
せ
ん
。
主
催
者
側
で
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
す
が
、
各
自
で
の
加
入
も
お
勧

め
し
ま
す
。

■
参
加
費

　

小
学
生
以
上
5
0
0
円

　

小
学
生
未
満
は
2
0
0
円

■
申
込
期
間　

７
月
４
日
㈫
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
的
な
操
作
を
説

明
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
で
、
何
回
で
も
受

講
で
き
ま
す
！
ス
マ
ホ
を
始
め
た
い
人
や
使

い
か
た
が
よ
く
分
か
ら
な
い
人
等
、
初
心
者

大
歓
迎
で
す
。
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
基
本
編
１

「
電
話
や
メ
ー
ル
、
カ
メ
ラ
の
使
い
か
た
」

　

講
座
日
時

　

・
７
月
５
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

・
７
月
７
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
基
本
編
２

「
ア
プ
リ
を
使
お
う
①
（LIN

E

、Google

）」

　

講
座
日
時

　

・
７
月
12
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

・
７
月
14
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
応
用
編
１

「
ア
プ
リ
を
使
お
う
②
（
健
康
、
脳
ト
レ
）」

　

講
座
日
時

　

・
７
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

・
７
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
応
用
編
２

「
ア
プ
リ
を
使
お
う
③
（
防
災
、
行
政
情
報
）」

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催

この大会はつなん
健康ポイント対象
事業です。

５　

受
験
手
続

⑴
申
込
書
の
請
求
先

　

津
南
町
役
場　

総
務
課
総
務
班

　

〒
９
４
９
‐
８
２
９
２　

　

新
潟
県
中
魚
沼
郡
津
南
町
大
字
下
船
渡
戊

　

５
８
５
番
地

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

※
津
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

⑵
申
込
方
法

　

受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、
押
印

し
、
写
真
（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
）
１
枚
を
貼
り
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

総
務
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２
（
内
線
２
２
２
）

　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
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講
座
日
時

　

・
７
月
26
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

・
７
月
28
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
持
ち
物　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

■
定
員　

各
回
20
名
ま
で

■
講
師　

リ
ン
グ
ロ
ー
株
式
会
社

■
会
場　

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階　

視
聴
覚
室

■
参
加
費　

無
料

■
お
申
し
込
み
先
・
お
問
い
合
わ
せ　
　

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

血
液
事
業
を
安
定
的
・
継
続
的
に
維
持
し
、

血
液
製
剤
の
国
内
自
給
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
献
血
に
つ
い
て
国
民
一
人
一
人
、
特
に

若
年
層
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
運
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

７
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
の
１
か
月
間
、
全

国
一
斉
に
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」
が

献
血
に
ご
協
力
を
！

〜
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
〜

展
開
さ
れ
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
安
心
で
安

全
な
輸
血
用
血
液
を
確
実
に
お
届
け
で
き
る

よ
う
、
こ
の
機
会
に
献
血
へ
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
献
血
バ
ス　

７
月
20
日
㈭

　

・
津
南
油
圧　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　

・
津
南
町
役
場　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

４
０
０
㎖
全
血
献
血
に
な
り
ま
す
。

■
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録

　

津
南
町
役
場
会
場
で
は
、
献
血
に
合
わ
せ

て
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
受
付
も
行
わ
れ
ま

す
。ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
か
た
は
18
歳
以
上
、

54
歳
以
下
で
健
康
状
態
が
良
好
な
か
た
で

す
。
現
在
、
全
国
の
ド
ナ
ー
登
録
者
は
50
万

人
を
突
破
し
ま
し
た
が
、
希
望
者
の
半
数
ほ

ど
し
か
骨
髄
移
植
が
で
き
て
お
ら
ず
、
一
人

で
も
多
く
の
か
た
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

献
血
同
様
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
登
録
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
献
血
ル
ー
ム

　

・
ば
ん
だ
い　

ゆ
と
り
ろ
（
新
潟
市
万
代
）

　

・
千
秋
（
長
岡
市
千
秋
）

　

県
内
２
ヵ
所
の
献
血
ル
ー
ム
で
は
毎
日
受

付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
献
血
ル
ー
ム
で
は
、

特
定
の
成
分
だ
け
を
採
血
す
る
成
分
献
血
も

行
っ
て
い
ま
す
。

※
献
血
に
際
し
て
は
、
徹
底
し
た
感
染
症
予

防
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

令
和
５
年
度
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
講
習
及
び

認
定
試
験
の
案
内

　
（
公
財
）
新
潟
県
下
水
道
公
社
が
主
催
す

る
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
講
習

及
び
認
定
試
験
が
左
記
の
と
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
。

■
技
術
者
講
習
に
つ
い
て

　

長
岡
会
場　

９
月
21
日
㈭

　

場
所　

ハ
イ
ブ
長
岡

　

新
潟
会
場　

９
月
22
日
㈮

　

場
所　

新
潟
県
建
設
会
館

　

講
習
時
間　

午
前
９
時
30
分　

受
付
開
始

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時　

講
習
開
始

　
　
　
　
　
　

午
後
４
時　

終
了
予
定

　

受
講
手
数
料　

５
，
５
０
０
円

■
技
術
者
認
定
試
験
に
つ
い
て

　

試
験
日　
　

11
月
19
日
㈰

　

長
岡
会
場　

み
し
ま
会
館

　

新
潟
会
場　

新
潟
県
建
設
会
館

　

試
験
時
間　

午
前
９
時　

受
付
開
始

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時　

試
験
開
始

　
　
　
　
　
　

午
前
12
時　

試
験
終
了

　

受
検
手
数
料　

３
，
５
０
０
円

■
受
付
期
間
及
び
場
所

　

７
月
３
日
㈪
～
７
月
21
日
㈮

　

津
南
町
役
場
建
設
課
窓
口

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

上
下
水
道
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６

　
「
株
式
会
社
十
日
町
自
動
車
学
校
」

様
か
ら
、
収
益
の
一
部
を
町
に
寄
附

し
地
域
貢
献
し
た
い
と
い
う
お
話
か

ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

１
０
０
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

今
回
ご
寄
附
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

交
通
安
全
に
か
か
る
対
策
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
金
は
各
地
域
に
設
置
し
て
い
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や
交
通
安
全
啓
発
看
板

な
ど
の
整
備
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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LINE 公式アカウント

津南町の農業情報をいち早くGETしよう‼

友だち登録は下記のQR コードから‼

あぐり情報つなん

台風〇〇号接近中！
△月□日
スマート農業研修会開催！

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
！

　

毎
年
７
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
管
内
の
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の

目
的
は
、
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
農
地
（
遊
休
農
地
）

の
把
握
や
農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
担
当
地
域
を
回
り
、
一
筆
ご
と
目
視
で
確

認
し
、
各
農
地
を
パ

ト
ロ
ー
ル
い
た
し
ま

す
。
農
地
の
場
所
に

よ
っ
て
は
、
敷
地
内

に
立
ち
入
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
窓

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
６
月
〕

　

15
日	

新
潟
県
農
業
会
議
理
事
会

　

26
日	

第
134
回
新
潟
県
農
業
会
議

	

通
常
総
会

	

市
町
村
農
業
委
員
会

	

会
長
会
議

	

第
36
回
総
会

農
業
委
員
会
の

　  

主
な
動
き

↑活動中に遊休農地を発見

現況届現況届は忘れずに提出しましょう!は忘れずに提出しましょう!

農業者年金
受給者の皆さん

経営移譲年金（特例付加年金）を
受給されている皆さんへ
　経営移譲年金を受給されているかたが提出する
現況届には、右のような質問があります。
　回答に「はい」がある場合は現在の状況をお聞き
することがあります。状況によっては支給停止の可
能性がありますのでお気を付けください。
　不明な点がある場合は、津南町農業委員会事務
局までご連絡ください。
津南町農業委員会事務局　TEL 765-5583

　今年5月末、農業者年金基金から「現況届」の用紙が
農業者年金受給者のみなさんへ送付されております。
　まだ、お手元にあるかたは必要事項を記入の上、
津南町農業委員会事務局まで忘れずに提出しま
しょう。

提出締切：６月30日㈮
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KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
福
祉
保
健
課

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

１．障害認定とは

２．障害認定の基準

3．障害認定の手続き

４．医療機関にかかるとき

国

だ
よ
り

後期高齢者医療の
　　　　　障害認定について

●後期高齢者医療の被保険者は、75 歳以上のかたおよび
65 歳から 74 歳で一定の障害の状態にあると新潟県広
域連合の認定を受けたかたです。

● 65 歳から 74 歳のかたが一定の障害（下記参照）の状態
にあると認定を受けることを障害認定といいます（障害

認定には申請が必要です）。
●障害認定を受けることにより、現在加入している医療

保険から脱退し、後期高齢者医療に加入することにな
り、後期高齢者医療における保険料を納付し、給付を
受けることになります。

●加入した後も 75 歳になるまでの間は、後期高齢者制度
から脱退することができます。

●身体障害者手帳　１・２・３級
●身体障害者手帳４級のうち、音声機能障害、言語機能
障害、または下肢障害１・３・４号
●養育手帳　「A」
●精神障害者保健福祉手帳　１・２級
●国民年金証書（障害年金１・２級）

◆次の手帳または年金の受給権を取得しているかたが対象となります。

　 65 歳から 74 歳の一定の障害の状態にあるかたで後期高齢者医療への加入
を希望される場合には、上記のいずれかをお持ちのうえ、役場福祉保健課窓
口で申請をしてください。

　後期高齢者医療の被保険者には、新たに後期高齢者医療被保険者証が
交付されます。医療機関にかかるときは必ず提示してください。
　窓口では、かかった医療費の１割または２割（現役並み所得者は３割）を
負担していただきます。

医療保険
（国保など）

後期高齢者
医療制度
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知ろう！耳の聞こえのはなし

聞こえのチェック 聞こえについて確認してみましょう

□ 会話しているときに聞き返すことがよくある

□ 相手の言った内容を聞き取れなかったとき、推測で言葉を判断す
ることがある

□ 電子レンジの「チン」という音やドアのチャイムの音
が聞こえにくい

□ 家族にテレビやラジオの音量が大きいとよく言われる

□ 大勢の人がいる場所や周りがうるさい中での会話は、
聞きたい人の声が聞きづらい

　年齢を重ねるとともに「耳の聞こえ」は少しずつ悪くなります。
　よく聞こえない状態を放っておくと、人との交流が減って家に閉じこもり
がちになったり、ものわすれが進みやすくなったりします。
　「耳の聞こえ」が気になる場合は、耳鼻科へ受診・相談をすることをお勧め
します。

　補聴器は自分の聞こえに合わせて音を大きくすることができますが、聞き分けをはっきりとさせ
ることはできません。音を聞き分ける力は脳が徐々に補います。

　聞こえが悪くなると、脳が委縮し、「難聴の脳」になっていきます。音による刺激の少ない状態
に慣れた「難聴の脳」に、聞き取りに十分な音量を補聴器で伝えると不快に感じます。補聴器の音
に慣れるにはリハビリが必要です。
▷補聴器を付けている時間が短いと脳が変化しません。
　朝起きてから夜寝るまでの間、常に補聴器を付けましょう。
▷補聴器は最低３か月付け続けることで、「難聴の脳」が変化し、補聴器を使い続けられるよう
になります。
　途中でやめてしまうと脳が変化しません。辛いときは休憩をはさみながら、補聴器に慣れてい
きましょう。

　先日、２年ぶりに歯の定期検診に行きました。歯の健康には自信が
ありましたが、なんと、奥歯の歯茎の中に虫歯が…！歯ブラシで磨き
にくい部分だったらしく、通って治療しています。
　残念に思いながらも、初期の虫歯は痛みを感じにくいので、この機
会に見つかってよかったです。

担当コラム
Column

◎補聴器の役割は音を大きくすること

◎耳と脳のリハビリが必要

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

津南町地域包括
支援センター
765-5455

津南町認知症津南町認知症
見守りキャラクター見守りキャラクター

にんこっこにんこっこ

だ

ん
だんどうも！

だ

ん
だんどうも！
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６月 26 日㈪から玄関 · 駐車場などの位置が変わります

新潟県立十日町病院からのお知らせ
● ● ● ● ● 問合せ：新潟県立十日町病院☎ 757-5566

病院の外構工事に伴い、６月26日㈪から玄関などの位置や構内の通行ルールが変わります。

玄関や駐車場
などの位置が
変わります

玄　	関 仮設玄関を利用してください（現在の位置から東側に移動）

駐車場 敷地内で駐車できる場所が変わります（下図参照）
※第２・臨時駐車場はこれまでと同様

乗降場 仮設玄関前に車の乗降場を設けます

バス停 現在の位置から看護学校側に約 50メートル移動します

その他 駐輪場・身体障がい者用駐車場の位置が変わります

人と車の
通行ルールが
変わります

人 市道本町西線からの出入口や、病院玄関への通路が変わります

車
病院に入る場合 A西線から（一方通行）

B北東側出入口から
病院から出る場合 B北東側出入口から

車は本町西線には
出られません。
注意してください。

詳しい情報は、県立十日町病院ホームページで確認
できます。( http://www.tokamachi-hosp-niigata.jp )

臨時駐車場

第2駐車場

至 高田町通り 市道本町西線 至 国道253号

工事区域
人の動き
車の動き

駐 車 場

仮設
玄関

車出入口

駐輪場身体障がい者用
駐車場

車入口
（一方通行）仮バス停

A

B

車両乗降場

人
車

イメージ

西線からの入り口はこちらです　工事の進捗状況によって、１１月頃に本町西線からの入口の場
所が変わる予定です。また、外構工事は令和５年度中に完了する
予定です。
　引き続きご不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

電子カルテ更新作業に伴う「救急外来停止」のお知らせ
　新電子カルテへの更新作業のため、次の期間中は救急外来を停止します。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
●停止期間＝６月30日㈮午後８時から７月３日㈪午前８時15分まで
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長井 惇子

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

　

秋
山
郷
地
区
担
当
の
長
井
で
す
。

　

雪
解
け
か
ら
新
緑
の
芽
吹
き
、そ
こ
か
ら

の
植
物
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
に
は
本
当
に
驚

か
さ
れ
ま
す
ね
。ど
の
季
節
も
日
々
の
変
化

が
激
し
く
楽
し
い
で
す
が
、空
気
が
変
わ
り
、

匂
い
が
変
わ
っ
て
い
く
春
、そ
こ
か
ら
よ
り

一
層
草
木
の
香
り
が
強
く
な
る
初
夏
は
、身

体
が
目
覚
め
て
い
く
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
2
回
、「
協
力
隊
フ
ィ
ル
ム
」と
い
う

紙
を
皆
さ
ま
の
と
こ
ろ
に
お
届
け
し
て
お

り
ま
す
。何
気
な
い
日
々
の
写
真
を
各
隊
員

が
選
び
、簡
単
な
説
明
と
共
に
載
せ
た
だ
け

の
も
の
で
す
。町
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た

人
が
何
に
珍
し
さ
を
感
じ
た
り
、感
動
を
覚

え
た
り
す
る
の
か
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い

で
発
行
し
て
い
ま
す
。ま
た
、選
ぶ
た
め
に

撮
っ
た
写
真
を
見
返
す
中
で
、自
分
は
何
が

好
き
な
の
か
、自
分
の
周
り
に
あ
る
も
の
の

魅
力
を
再
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

自
分
だ
っ
た
ら
何
の
写
真
を
選
ぶ
か
、ぜ
ひ

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ほ
か
に
、協
力
隊
の
各
活
動
地
域
を

お
互
い
に
案
内
し
合
っ
て
、そ
の
様
子
を

S
N
S（
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
）

で
投
稿
す
る
、

と
い
う
こ
と

も
し
ま
し
た
。

見
た
こ
と
の
な
い
景
色
、知
っ
て
い
る
け
ど

知
ら
な
い
景
色
、初
め
て
出
会
う
魅
力
的

な
か
た
が
た
、本
当
に
刺
激
的
で
し
た
。ひ

と
つ
ひ
と
つ
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
す

が
、「
困
っ
た
時
は
手
に
頼
れ
」こ
の
言
葉
は

き
っ
と
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
は
、戦
中
戦
後
を
生
き
抜
い
た
ご

夫
婦
。た
と
え
お
金
を
持
っ
て
い
た
と
し
て

も
、売
っ
て
い
る
も
の
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
。な
い
も
の
は
作
る
。食
材
は
余
す

こ
と
な
く
使
う
。「
い
や
だ
っ
た
な
あ
」と
何

度
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
も
印
象
的
で

し
た
。そ
の
細
や
か
さ
と
力
強
さ
は
、今
の

便
利
な
時
代
し
か
知
ら
な
い
私
に
は
想
像

す
ら
さ
せ
て
く
れ
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、便
利
な
世
の
中
を
よ
り
便
利
に
、

と
い
う
こ
と
も
、人
々
の
思
い
や
り
と
力
強

さ
の
賜
物
だ
と
思
い
ま
す
。今
あ
る
も
の
に

感
謝
を
し
つ
つ
、決
し
て
そ
の
歴
史
や
過
程

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
な
、見
逃
し
た
く
な

い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、協
力
隊
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
覗

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
が
住
む
地
区

の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
も
教
え
て

く
だ
さ
い
ね
。

農
業
の

知
識

豆

町
民
の
み
な
さ
ま
も
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
を
盛
り
上
げ
る
取

り
組
み
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

１
、
津
南
町
米
飯
官
能
鑑
定
士

　
　

講
座
の
開
催

２
、
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

　

本
年
12
月
１
日
・
２
日
、
ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
津
南
で
「
第
25
回
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会 

in 
つ
な
ん
」

を
開
催
し
ま
す
が
、
関
連
す
る
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
開
催
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

お
米
の
構
造
や
美
味
し
い
炊
き
か
た
な
ど
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
津
南
町
米

飯
官
能
鑑
定
士
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

お
米
の
プ
ロ
が
、
品
種
ご
と
の
お
米
の
違

い
や
炊
飯
技
術
の
コ
ツ
な
ど
を
伝
授
し
、
受

講
後
は
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会
公
認
資
格
の

認
定
証
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

５
月
に
第

１
回
講
座
を

開
催
し
ま
し

た
が
、
今
後

７
月
と
８
月

　

コ
ン
ク
ー
ル
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
る
か
た
「
イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募

集
し
ま
す
。

　

活
動
分
野
と
し
て
、
炊
飯
ス
タ
ッ
フ
（
コ

ン
ク
ー
ル
で
審
査
す
る
お
米
の
炊
飯
、
炊
飯
し
た

試
食
サ
ン
プ
ル
の
配
膳
な
ど
）、
大
会
運
営
サ

ポ
ー
ト
（
会
場
案
内
、
駐
車
場
案
内
、
会
場
環
境

美
化
な
ど
の
補
助
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
な
ど
細
か
い
内
容
に
つ
い
て

は
別
途
募
集
チ
ラ
シ
を
準
備
し
て
い
ま
す

の
で
、
関
心
の
あ
る
か
た
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
町
内
小
学
校
の
学
校
田
活

動
と
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど
も
進
め
て
い

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
は
、
引
き
続

き
大
会
開
催
に
つ
い
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
林
振
興
課
農
林
班　

　

℡
7
6
5
‐
3
1
1
5

＜第１回講座の様子＞

の
２
回
、
講
座
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

第
２
回
講
座
：
７
月
11
日
㈫

　

第
３
回
講
座
：
８
月
26
日
㈯

詳
細
は
、
別
途
募
集
チ
ラ
シ
を
準
備
し
て

い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
か
た
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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※変更となる可能性があります。

【大人の本】
●『大人の心理テスト』	 ……………………………日本文芸社
●『顔は言葉でできている！』	……………………… 講談社
●『世界で一番美しい甲虫図鑑』
 ……………………………………………………………………………誠

せい

文
ぶん

堂
どう

新
しん

光
こう

社
しゃ

●『さっと！つるっと！夏麺』	…………………池田書店
●『渦の中へ』	 ……………………………………… あさの　あつこ
●『おやごころ』	……………………………………………………畠

はた

中
なか

　恵
めぐみ

●『トランパー』	……………………………………………………今
こん

野
の

　敏
びん

●『能面検事の死闘』	……………………………………中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

【子どもの本】 
●『メダカ姫』	 ……………………………………………………PHP研究所
●『ゆるゆる珍獣図鑑』	 …………………………………… Gakken
●『いじわる魔女とルビーの秘密』	…………… 講談社
●『ヤバい昆虫最強キング大図鑑』	 …………… 宝島社
●『てんぷらぱちぱち』	 ………………… まつなが　もえ
●『パンダのおさじとフライパンダ』
	 ……………………………………………………………………………柴田　ケイコ
●『10ぴきのおばけのけんこうしんだん』
	 ……………………………………………………………… にしかわ　おさむ
●『どすこいすしずもう やさいばたけでおおあばれ！』
	 ……………………………………………………………………………アン　マサコ

　

今
年
も
、は
や
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。夏
至
も
過
ぎ
、日
の
長

さ
が
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。時
が
経
つ
の
は
早
い
で

す
ね
。皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？

　

梅
雨
の
時
期
、お
家
で
じ
っ
と
し
て

い
る
の
も
退
屈
で
す
。そ
ん
な
時
は
読

書
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。そ
の
際
に
は

ぜ
ひ
公
民
館
図
書
室
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。毎
月
新
刊
も
購
入
し
て
い
ま
す
。

・・・
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

大
盛
況
で
ス
タ
ー
ト
！・・・

　

今
年
度
も
移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号

が
始
ま
り
ま
し
た
。移
動
図
書
室
内
の

本
に
昨
年
の
新
刊
を
多
く
入
れ
て
て
み

ま
し
た
。

　

町
内
小
学
校
で
は「
待
っ
て
い
ま
し

た
！
」と
言
わ
ん
ば
か
り
に
巡
回
の
時

間
の
前
か
ら
玄
関
先
に
人
だ
か
り
が
で

き
る
状
態
に
。ま
た
、各
集
落
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
も
、ほ
ぼ
全
て
に
利
用
者
が
来

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。新
し
く
入
れ
た

本
も
一
斉
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
き
、帰
る

こ
ろ
に
は
毎
回
本
棚
が
ス
カ
ス
カ
状
態

に
な
り
、う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　

移
動
図
書
室
ひ
ま
わ
り
号
は
、毎
月

町
内
の
福
祉
施
設
や
保
育
園
、小
学
校

等
の
26
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
回
り
ま
す
の

で
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・・・
絵
画
を
い
た
だ
き
ま
し
た
・・・

　

図
書
室
の
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
窓
際

の
絵
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
お
気
付
き
で

す
か
？
以
前
テ
デ
ィ
ベ
ア
の
絵
を
く
だ

さ
っ
た
か
た
が
新
し
い
絵
に
変
え
て
く

れ
ま
し
た
。春
ら
し
い
ピ
ン
ク
を
基
調
と

し
た
花
た
ち
と
独
創
的
な
表
情
の
ウ
サ

ギ
さ
ん
が
待
っ
て
い
ま
す
。お
子
さ
ん
連

れ
の
皆
さ
ん
図
書

室
に
お
立
ち
寄
り

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・・・
季
節
の
本
コ
ー
ナ
ー
・・・

　

来
月
の
季
節
の
本

コ
ー
ナ
ー
で
掲
載
す

る
本
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
と
い
う
こ
と
で

七
夕
や
海
に
関
す
る

絵
本
や
、そ
れ
に
関

連
す
る
小
説
を
並
べ
ま
す
。

　

前
回
の
写
真
は
図
書
室
カ
ウ
ン
タ
ー

下
の
恐
竜
の
ポ
ス
タ
ー
の
前
で
し
た
。今

回
は
公
民
館
図
書
室
の
掲
示
コ
ー
ナ
ー

に
並
べ
て
み
ま
し
た
。こ
の
他
に
も
用
意

す
る
の
で
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

・・・
図
書
室
の
基
本
情
報
・・・

■
開
室
時
間

　

平　

日　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

　

土
日
祝　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

■
休
館
日　

６
月
26
日
㈪
、７
月
31
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間
。予
約
が
な
い

場
合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
本
の
確
認
・
予

約
が
行
え
ま
す
。「
津
南
町
公
民
館
図
書

室　

W
e
b
O
P
A
C
」で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

アウトドア六法

　楽しく自然で遊ぶために、正しくルールと法
律、法令を守りましょう。また法令を守っている
からといって、好き放題をするのも他人の迷惑
や環境破壊につながります。これからキャンプ
やバーベキューといったアクティビティの季節に
なります。本書では、アウトドアに関連する法律、
法令の内容の他にローカルルールやマナー等も
掲載しています。

山と渓谷社

広報ライブラリー
今月の１冊今月の１冊

６月 −水
み

無
な

月
づ き

−

６月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

雪
影

体た
い

調ち
ょ
う

が
良よ

い
時と

き

を
待ま

ち
て
行い

き
付つ

け
の

美び

容よ
う

室し
つ

ま
で
義は

母は

を
送お

く

り
ぬ	

風
巻
淳
子

夜よ
る

に
な
れ
ば
白し

ろ

き
腹は

ら

見み

せ
窓ま

ど

ガ
ラ
ス
に

張は

り
つ
く
蛙か

え
る

虫む
し

と
ら
え
食は

む	

江
村
美
智
代

河か
わ

霧ぎ
り

が
流な

が

れ
に
添そ

っ
て
く
ね
く
ね
と

大だ
い

蛇じ
ゃ

の
形か

た
ち

驚お
ど
ろ

き
眺な

が

め
る	

小
島
香
代
子

尻し
り

を
つ
き
思お

も

う
が
ま
ま
に
な
ら
ぬ
吾あ

子こ

手て

の
平ひ

ら

で
強つ

よ

く
床ゆ

か

を
叩た

た

き
ぬ
（
大た
い

晴せ
い

一
歳
五
か
月
）

	

江
村
大
輔

病び
ょ
う

院い
ん

の
ベ
ッ
ド
に
我わ

れ

は
夜よ

通ど
お

し
の

痛い
た

み
に
堪た

え
て
手し

ゅ

術じ
ゅ
つ

の
朝あ

さ

待ま

つ	

津
端
恵
子

夕ゆ
う

闇や
み

に
白し

ろ

く
浮う

き
た
つ
シ
ャ
ガ
の
花は

な

母は
は

と
歩あ

る

き
し
山や

ま

道み
ち

に
咲さ

く	

貝
澤
圭
子

つ
か
の
間ま

の
七な

な

十じ
ゅ
う

年ね
ん

と
我わ

れ

は
思お

も

う

鏡か
が
み

に
映う

つ

る
見み

知し

ら
ぬ
老ろ

う

女じ
ょ	

関
谷
郁
子

近ち
か

頃ご
ろ

の
燕つ

ば
め

の
世せ

界か
い

も
リ
フ
ォ
ー
ム
か

去こ

年ぞ

の
巣す

に
泥ど

ろ

を
足た

し
て
補ほ

修し
ゅ
う

す	

恩
田
久
美
子

水み
ず

の
中な

か

顎あ
ご

す
れ
す
れ
の
水み

ず

を
受う

け

九き
ゅ
う
じ
ゅ
う
い
ち

十
一
歳
の
父ち

ち

歩あ
る

き
進す

す

む
（
町
の
高
齢
者
水
中
運
動
）

	

丸
山
直
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
五
月
）

液え
き

体た
い

の
や
う
な
子こ

猫ね
こ

を
も
て
余あ

ま

す

廃は
い

品ひ
ん

の
自じ

転て
ん

車し
ゃ

積つ

ま
れ
四し

月ぐ
わ
つ

尽じ
ん

	

千
年
雄

花は
な

の
下し

た

八は
ち

十じ
ゅ
う

婆ば
ば

の
Ｖ
サ
イ
ン

梅つ

雨ゆ

晴は
れ

間ま

君き
み

恋こ

ふ
心こ

こ
ろ

も
て
あ
ま
し

	

房　

良

ハ
ン
ド
ル
の
手て

の
軽か

ろ

や
か
や
柿か

き

若わ
か

葉ば

春は
る

暑あ
つ

し
道ど

う

路ろ

の
端は

し

に
獣じ

ゅ
う

魂こ
ん

碑ひ

	

壽　

子

屋や

根ね

替が
へ

の
女を

ん
な

の
鳶と

び

の
頬ほ

ほ

被か
む

り

夜や

景け
い

と
は
人ひ

と

の
営い

と
な

み
山や

ま

桜ざ
く
ら

	

緑　

陽ひ

の
強つ

よ

し
畑は

た

に
一ひ

と

人り

の
夏な

つ

帽ぼ
う

子し

ぶ
ら
ん
こ
に
乗の

る
子こ

泣な

く
子こ

に
だ
っ
こ
の
子こ

	

渡　

舟

道み
ち

端ば
た

に
チ
ョ
ー
ク
の
落ら

く

書が

き
春は

る

の
雨あ

め

あ
り
が
と
う
納の

う

骨こ
つ

終お

え
て
風か

ぜ

薫か
お

る

	

守　

人

研と

ぎ
上あ

げ
し
刃は

を
受う

け
取と

り
て
自し

が
鉋か

ん
な

に

矯た

め
つ
眇す

が

め
つ
客き

ゃ
く

は
嵌は

め
込こ

む
（
日
本
橋
の
刃
物
屋
に
て
）

	

小
野
寺
恒
代

一い
っ

服ぷ
く

の
宇う

治じ

の
新し

ん

茶ち
ゃ

の
香か

お

り
た
つ

味あ
じ

ま
ろ
や
か
に
今い

ま

も
残の

こ

り
ぬ	

高
橋
春
枝

高こ
う

原げ
ん

の
寒か

ん

暖だ
ん

の
差さ

の
大お

お

き
さ
が

旨う
ま

き
作さ

く

物も
つ

を
作つ

く

る
こ
こ
津つ

南な
ん	

麻
績
初
恵

健け
ん

康こ
う

を
思お

も

ひい

町ま
ち

ま
で
歩あ

る

く
吾わ

れ

小ち

さ
き
リ
ュ
ッ
ク
に
じ
ゃ
が
芋い

も

は
ず
む

	

鈴
木
綾
子

長
生
学
園

雨あ
ま
が
え
る蛙
鶯う

ぐ
い
す

の
声こ

え

に
ぎ
や
か
な

新し
ん
り
ょ
く緑
の
中な

か

友と
も

と
歩あ

ゆ

め
り	

中
村
武
子

満ま
ん
げ
つ月
に
黒く

ろ
く
も雲
か
か
り
ま
た
出い

づ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
行ゆ

く
末す

え

案あ
ん

ず
る
今こ

よ
い宵	

島
田
眞
之
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障
害
年
金
と
は
病
気
や
け
が
に

よ
っ
て
生
活
や
仕
事
な
ど
が
制
限
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
現
役

世
代
の
方
も
含
め
て
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
年
金
で
す
。

　

こ
の
障
害
年
金
に
は
、「
障
害
基

礎
年
金
」「
障
害
厚
生
年
金
」が
あ
り
、

病
気
や
け
が
で
初
め
て
医
師
ま
た
は

歯
科
医
師
（
以
下
「
医
師
等
」
と
い
い

ま
す
）
の
診
療
を
受
け
た
と
き
（
初

診
日
）
に
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

た
場
合
は
「
障
害
基
礎
年
金
」、
厚

生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
た
場
合

は
「
障
害
厚
生
年
金
」
が
請
求
で
き

ま
す
。（「
障
害
基
礎
年
金
」
の
請
求
に

つ
い
て
は
、
市
町
村
で
す
が
、「
障
害
厚

生
年
金
」
に
つ
い
て
は
、
年
金
事
務
所
で

＜実施された行事＞
〔5月〕
	 19日	 第３回臨時会
	 23日	 全国町村議会議長会	議長・
	 	 副議長研修会（東京）
	 31日	 県特別豪雪地帯市町村議会
	 	 協議会定期総会（議長）
〔6月〕
	 1日	 一般質問通告期限
	 6日	 県町村議会議長会
	 	 第１回臨時総会（議長）
	 7日	 議会運営委員会
	 7日	 全員協議会

	 7日	 総文福祉常任委員会
	 14日	 第２回定例会～16日
	 14日	 産業建設常任委員会
	 16日	 議会広報特別委員会
	 19日	 秋山郷国道整備促進期成同盟会
	 	 通常総会（議長ほか）
＜今後予定されている行事＞
〔6月〕	
	 29日	 十日町地域広域事務組合議会
	 	 臨時会（議長ほか）
〔7月〕
	 4日	 全員協議会
	 5日	 県町村議会議長会	議長会議（議長）

　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり健康体力づくり100日運動100日運動

	4400日	和久井かつ子（大割野）
	2900日	髙橋昭子（船山）
	1900日	藤ノ木良子（小下里）
	1600日	石沢由美子（十二ノ木）
	1200日	桑原　正（船山）
	 500日	板場　基（割野）
	 200日	滝澤フサ（赤沢）
	 100日	桑原フサエ（秋成）

主な運動：テレビ体操、ラジオ体操、卓球、ウォーキング、
水中運動、健骨体操、ノルディックウォーキング他

の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。）

　

ま
た
、
障
害
年
金
を
受
け
取
る
に

は
、
一
定
の
条
件
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
受
給
要
件
と
し
て
、
障
害
の

状
態
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
程

度
に
該
当
す
る
こ
と
、
そ
し
て
保
険

料
の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
い
う
障
害
の
状
態
と
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
他
の
要
件
と
し
て
、
初
診

日
が
あ
る
こ
と
や
、
障
害
認
定
日
に

到
達
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

※
初
診
日
を
確
認
の
う
え
、
申
請
書

類
（
医
師
等
の
診
断
書
な
ど
）
を
そ

ろ
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
左
記
お
問

い
合
わ
せ
先
等
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
０
０
８

（
自
動
音
声
案
内
①
を
押
し
た
後
、
②

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
税
務
町
民
課 
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

年
金
年
金
コ
ー
コ
ー

      

ナ
ー
ナ
ー

議会コーナー

障
害
年
金
と
は

障
害
年
金
と
は
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

Ｔａｐは
みなさまの
健康づくりを
お手伝いします

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
創
立
10
周
年
を
記
念
し
、津
南

ま
つ
り
民
謡
流
し
に
参
加
し
ま
す
。只
今
私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
参
加
す
る
か
た
を

広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。Ｔ
ａ
ｐ
会
員
の
か

た
も
そ
う
で
な
い
か
た
も
、個
人
や
お
友
達
、

親
子
な
ど
、子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
の
か
た

ま
で「
民
謡
流
し
を
楽
し
み
た
い
！
」そ
ん
な

み
な
さ
ん
で
よ
り
集
い
一
緒
に
夏
の
夜
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

■
期
日　

７
月
22
日
㈯

■
集
合
時
間・集
合
場
所

　

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
か
た
に
、直
接
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み

　

６
月
30
日
㈮
ま
で
に
Ｔ

ａ
ｐ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

津
南
ま
つ
り
の
民
謡
流
し
に

　

Ｔ
ａ
ｐ
と
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

10
周
年
企
画
を
行
っ
て
い
き
ま
す

賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

苗場山９合目の湿原

ウラジロヨウラク

カオジロトンボ

「
親
子
苗
場
登
山 

苗
場
山
に
の
ぼ
っ

て
み
よ
う
！
」
参
加
者
募
集

　

く
じ
ら
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
苗
場
山

は
、
標
高
２
１
４
５
ｍ
。
山
頂
付
近
が
平
ら

な
山
は
日
本
で
は
珍
し
く
、
日
本
百
名
山
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
し
て
苗
場
山
は
頂
上
が
平
ら
に
な
っ

た
の
か
？
山
頂
付
近
の
湿
原
で
は
、
ど
ん
な

動
植
物
が
見
ら
れ
る
の
か
？

　

ガ
イ
ド
さ
ん
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
、
み

ん
な
で
一
緒
に
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
信
州

ア
ウ
ト
ド
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
Ｔ
ａ
ｐ
の
ス

タ
ッ
フ
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

３
合
目
ま

で
は
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
移

動
し
、
そ
こ

か
ら
登
山
開

始
。
頂
上
ま

で
初
心
者
の

か
た
で
も
約

３
時
間
半
の

道
の
り
で
す
。

開
催
日
：
７
月
８
日
㈯

対　

象
：
小
学
３
年
生
～
６
年
生
の

　
　
　
　

子
ど
も
と
保
護
者

集
合
時
間
：
栄
村
役
場　

午
前
５
時
20
分

　
　
　
　
　

津
南
町
役
場　

午
前
６
時
20
分

＊
上
郷
地
区
は
栄
村
役
場
集
合
可

＊
戻
り
の
予
定
時
刻
は
栄
村
役
場
午
後
５
時
頃

参
加
費
：
１
０
０
０
円
（
１
人
）

定　

員
：
30
人

申
込
締
切
：
６
月
30
日
㈮

持
ち
物
：
昼
食
・
飲
料
・
お
や
つ
・
雨
具
・

防
寒
具
・
着
替
え
・
虫
よ
け
剤
な
ど

服　

装
：
動
き
や
す
い
服
装
・
登
山
靴
や
そ

れ
に
準
じ
た
履
物
・
帽
子
・
手
袋
（
軍
手

な
ど
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室　

　

℡
７
６
５
‐
１
６
０
０

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
、10
周
年
を
祝
い
民
謡
流
し

参
加
の
他
に
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
を
会
場
と
し
た
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

・
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
壁
画
作
成

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
ク
作
成
販
売

　

な
ど
、準
備
が
整
い
次
第
広
報
し
、ご
案
内

い
た
し
ま
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
賛
助
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。１
口
５
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。併
せ

て
、運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
派
遣
も
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、Ｔ
ａ
ｐ
の
活
動
に
関
心
の
あ
る

か
た
、ま
た
健
康
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
た

い
企
業
の
み
な
さ
ま
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
Ｔ
ａ
ｐ
事
務

局
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局（
町
総
合
セ
ン

タ
ー
内　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６
）
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N
ajom

on Inform
ation

〇松山賢展
　火がつくる文様絵画と土器彫刻
　－縄文文化との接点－

　会　期：4月29日㈯～8月20日㈰
入場料：無料

　多様な文様をもつ縄文時代の資料とともに、松山賢氏による

縄文アート・絵画・野焼彫刻など、縄文文化からインスピレーショ

ンを得た作品をご覧いただきます。

〇夏の自然観察会
　日　時：7月8日㈯　午前9時～11時
体験料：500円　※友の会会員は半額
対象：小学1年生～大人

　夏にどんな植物が実をつけているのか探してみましょう。

〇弓矢づくり体験
　日　時：7月9日㈰　午前10時～11時
体験料：300円　※友の会会員は半額
対象：小学1年生～大人

　弓矢を作って的当てに挑戦しましょう。作った弓矢はお持ち帰りできます。

〇『苗場山麓ジオパーク研究集録 第5号』刊行のお知らせ
　苗場山麓ジオパークの学術奨励事業の報告、大地・自然・歴史文化にかかわる論文

などを掲載したものです。1 冊 1,000 円でお買い上げいただけます。

〇文化遺産カード
　文化遺産をめぐってコレクションカードを集めましょう！

　津南町の文化遺産カードは 16 枚。カードになっている文化遺産の写真を撮り、撮

影した画像をなじょもんまたは、歴史民俗資料館の受付で提示していただくとカー

ドをお渡しします。　

　詳しくは、文化遺産カード公式ホームページまたは、なじょもんにお問い合わせ

ください。

松山賢展の様子

ナワシロイチゴ

弓矢づくり体験

文化遺産カード

苗場山麓ジオパーク
研究集録 第 5 号

７月 【なじょもん☎ 765-5511】 予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

日 時 プログラム 金額 対 象

1日㈯ 10:00～11:30 ネイチャーゲーム 500 低学年以上

2日㈰ 10:00～12:00 アンギン編み　初級編 1,000 中学年以上

8日㈯ 9:00～11:00 夏の自然観察会 500 低学年以上

9日㈰ 10:00～11:00 弓矢づくり 300 低学年以上

15日㈯ 13:30～15:30 琥珀の勾玉づくり 1,500 10才以上

16日㈰
10:00～11:30 勾玉づくり 500 低学年以上

13:30～15:00 勾玉づくり 500 低学年以上

17日（月・祝） 10:00～11:00 鹿角のリングアクセサリー 600 中学年以上

※ 7 月 20 日以降の体験は、「なじょもん　がむしゃら塾」チラシまたはホームページでご確認ください。
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、町
内
５
箇
所
の
保
育
園

で
、幼
児
交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。写
真
は
５
月
25
日

に
上
郷
保
育
園
で
実
施
し
た
際
の
写
真
で
す
。園
児
か
ら
も
、保
護

者
の
皆
様
か
ら
も
交
通
安
全
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■人口8,766（−５）　男4,251（−３）　女4,515（−２）

■世帯数3,450（＋１）　■転入／ 15　■転出／ 15　■出生／４　■死亡／９　■婚姻／０６月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

八重沢　實さん	 （88歳・亀岡）

太田　良司さん	 （82歳・上加用）

月岡ヨリエさん	 （98歳・船山新田）

桑原友千加さん	 （90歳・反里口）

で
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
ゆ
っ
く

り
写
真
が
撮
れ
そ
う
で
す
。７

月
は
津
南
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

津
南
ま
つ
り
が
実
施
さ
れ
、ひ
ま

わ
り
広
場
も
開
場
し
ま
す
。町

民
の
皆
様
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る

７
月
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

	

反
り
目
直
史

大口　　澄
すい

（米原）	 優さん
	 真由さん

髙橋　咲
さ

月
つき

（辰ノ口）	 尚人さん
	 亜美さん

藤木　真
ま

広
ひろ

（城原）	 大輔さん
	 幸恵さん

村山　愛
あい

蘭
ら

（大割野）	 宏海さん
	 美蘭さん

町長の部屋 〜2
つ

7
な

0
ん

ちゃんねる〜 津南町長　桑原　悠

町長がさまざまなことをお伝えしていきます！

　５月24日、２つのうれしいことがありました。１つ目は、下船渡発電所（東
京電力リニューアブルパワー）が、令和元年の台風19号被害から復旧し、
最大出力を6,100㎾から6,600㎾に高め、運転開始のお披露目式があっ
たことです。
　水力発電は、地形や降水量で導入可能性が決まります。津南は、特異
な地形や、豊富な雪と水がある場所だからこそ、水力開発が行われたの
ですね。水力発電は、日本の戦後復興を支えたエネルギーです。復興に
は電気が必要で、止めてはいけないという時代、安定供給に寄与しました。
今は、脱炭素の面からも貢献しており、私は誇りに思っています。町では、
今後も小水力発電の導入可能性を探ってまいりたいと考えています。
　２つ目は、国道117号灰雨トンネルの工事安全祈願祭があったことで
す。地元集落や地権者の皆さまとともに参加でき、感慨もひとしおでした。
いよいよ、新潟県側からの掘削です。計画では、令和９年の供用開始と
されている灰雨トンネル。上郷地域と町中央部を安全につなぐ意味合い
はもちろんのこと、魅力ある県産品を中京・関西方面へとまっすぐにつな
ぎ、人流の活性化も期待される経済重要ルートとなります。早く実感し
たいですね。
　話は変わりますが、関西と言えば、2025年大阪・関西万博の開催に
向けて、津南産魚沼コシヒカリや雪美人ブランドのユリなど町自慢の産
品のPR活動を、昨年から行っています。大阪は「くいだおれの街」で、
食にはこだわり、楽しみたい気風があるようです。先
日は、全国各地の美味しいものを集めた「万博弁当	
第一弾」が公開され、津南の米が採用されました！
そして、産品だけでなく、津南の子供たちが2025
年万博を通じて、多様な日本、世界を見ることがで
きるよう、考えたいとも思っています。

アスパラの収穫
体験をしました！

■登録方法
　QRコードを読み込むか

下記のメールアドレスへ
空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定
　受信アドレス
　info-tsunan@mail-mag.net

［登録用メールアドレス］
reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報
などをメールにて配信!

津南町防災メール
に登録しよう！

QRコード

●防災メールの例
実際に送付したものです。　
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